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1)緒 雷
前報に於て越冬幼虫に於ける酸素消耗量、 R.
Qめ系統差、血液還元カの変化等IC就いて述ペ '
たが、ととでほ更に寓温環境下に於ける2つの
系統の血液遣先カ、酸素消耗量の滑長及び低温
骨量撃にJ::る血液還元カの変化等を検討して見?と
尚血液還元カの測定には Hagedorn-Jensen 
法を叉酸素滑耗量のtJl!院には Warburgの検
圧計を用いた。
11)高温が越各幼虫の生理
に及ぼす影響
越冬幼虫は冬季顔境温度の昇降に婚じて比較
的 stable1'.r歌態にあるといわれるが、それは
生理的歌態特に耐察性とか休眠 (di件pause)
の度合によって左君されるもののよう広一般に
は理解されている。ぞとで先や越冬場虫を高温
顔境下に移した場合の生理的変動を主嘩的段階
(physio!ogical phase)を臭事Cしτいると思
われる庄内、西国の異る生態型に誠司、て調ペて
見るととにした。
1)血液還元力の消長山形4黄金約)及び岡
山(芳田村)産越冬劫虫を 250Cの定温器に牧
容した場舎に示される血液還元カの滑畏は第1
-2に示される如くである@
第1衷血稿揖元カの礎化〈岡山.2500) 
測定月日 (1950)
、還元力
(23長濡主)
2. III (2500袋絹宜前〉 00 
4. 111 (2500接鱒2日後〉 106 
6. 111 (2500接燭4日後〉 10. 
8. III (2500接燭8間後〉 107 
10. 111 (25句接鯛8日後〉 113 
12. III (2500接絹10日後b 118 
17. 111 (2500接絹15日後〉 114 
22. 111 (2500接燭20日後〉 115 
14. III催地のもの| 似
備考:1区20頭. 2区平均値
第2表血液還元カの変化〈山形，2600)
測定月日 (19日〉
24. 1 (.260U 接鱒産前〉
27. 1 (2doO接鯖3S後〉
30. 1 (2500接鱒8白後〉
2. H (l)5O(J接燭9日後〉
6. 11 (a600 査を鯛12日後〉
備考:1区20旗
還元力
(グルョ-;<.量と)
して.mg/100ccl 
107 
116 
129 
施干
162 
第1-2表より西国型の血液還元カは寓温に
よって大した影響を蒙ら訟いと2こが判明した
が、庄内塑ではその彫響の箸しいととが示され
貯のである。情西国'f1Jのものでは3月初旬に於
て250C下で平均30目内外の踊イヒ前期聞を示す
が、宮内型で除J庁ヲ~rt:於てそれは14回世いで
ある。
2)酸素消耗量の変化 岡山産及び山形産越
冬幼虫が250C 下に於て示せる酸素消耗量は第
3表及び第4表に示される如くである。
第3表酸素滑耗量の変化〈岡山， 26。の
測定月日 (1960)
3. III (2600事長燭直前〉 510;9 
6. 111 (2伊 G接鯛3日後)I 25 I 553.5 
9. 111 (2500緩鯛8日後)I 25 I 肌3.3
13. 111 (25。じ接倒10日後コ I25 I 5回.0
備考 2各区とも 5頭冠 B問測定，容者量ぽ豹針e
第4表酵素滑耗量の変化〈山形.2500) 
測定月目。ρ50) |盟議|君主税量
24. 1 (加。C 接鱒直前〉 15 6153.5 
27. 1 (2500 接繍3日後〉 15 786.6 
30. 1 (2500 接鯛8日後〉 15 778.3 
2. 11 (2500 接鯛9日後〉 15 寝耳目.0
以主の成績で見ると西国型では]定の傾向が
示されないが、庄内型では明かに寓温横触肥よ
る酸素消耗量の増加が認められた6
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11)低昆衝躍が越冬却虫の
生理に及lます影響
越多幼虫は蝦署長期に於て低温のために致死的
影響を受げるととが少いがーそれは所期耐寒性
によるものであると考えられる。所がとの耐空襲
性は低温接触前の環境温度と密接な関係がある
のであって、例えば幼虫を数日間250C位いの
高温下に置いてかち急:自般に冷却すると幼虫は致
死的主主彰響&受ける。 そとでとの辺の生理的変
動を解明するために、庄内却を材料とLて党や
幼虫を一度高温 (250C)環境下に移L、一定期
聞を置いてから 1日室温下伸、7"C)に放置
し、-lOOCtr.1時間接触、再び室温に 1日置き、
250Cに戻し爾後2目毎に血液の還元カを測定
して見た。
1) _低温接触が血液の還元カにTtt3:'す影響
250Cに幼虫を 1-3日及び6目間接触した場
合り血液還元カの変化は第5衰の如〈である。
第5表低温が血液還元カに及在す影響
C山形，ー 1000，1時間接鱒〉
-1000猿鯛前に於け1・1000I測定月日|宅手?正ず十
る2500欄期目印刷期日I(1950) IモmglTE紡
1く24-25.1) 26.1 
2 (21-26.1) 27.1 
3 (24-27.1) 28.1 
-'-
。(.34-30.1)
標準
2500接鯛宜前
2[>00接鯛3日後
2500接燭6日後
2500接網9日後
2500使燭12日後
備考:1区20頭
29. 1 
31. 1 
'2. 11 
4. II 
30. 1 
1. 11 
3. II 
5. 11 
31. 1 
2. II 
4. II 
6. II 
.24. 1 
27. 1 
30. 1 
2. II 
5. II 
104 
117 
140 
150 
93 
93 
129 
159 
140 
139 
134 
143 
163 
159 
107 
1l{1 
129 
157 
162 
偉温' 'j~血液遜兎力担コ変化に及ぼす彰響は第 5
表並び第1図に示される如〈著しいものである
表6表低温(ーIQOC)が事前高温処理
幼虫に及ぼす彰響(深谷， 1960) 
}OOC接鱒前に於ける |供試| 噸
2AoET接鯛期間〈日) I 品数 I"!~子 I~"( 日〉1-'" L(%) I←一一一
1 16 間.3 13，6土0.9
日 16 43.8 41.4土2.fl
5 16 37.5 45.2: 1.5 
7 20 20.0 43.8会1.9
模型院〈・10QO処理前室温)118 77.8 I 12.9土0.9
第1図低湿〈ー10)衝撃が血液の
還元カにt.tt3:'す膨響
mg/100cc 
170 
co凡.t.
o 24(; 8 10 
da1~ 
25乞，JB 
。2 4 6 8 10 
d・，YtJ
(13.2) - 12ー
mg/lOOcc 
170 
2St. ，"3百
@ 
o 2 4 6 8 10 0 
dnyo 
が、 250C接触期聞が短期間の場合にぽ』度低
下Lた還元カが稜に肢復ずる積債を示ナ。併し
それが3目以上に及ぶと悪影響を更けるととが
甚しし死虫寧が上昇するので翼の傾向はなか
友か把握し難いようである(第6費〉。
IV)考察
庄内型の螺虫は休眠離脱が早期に行われるた
めに2、3月にたると環境温度の影響を受け易
い扶態にあるととが予想されたが、血液還元カ
酸素滑耗量の測定によってそれが異匪された。
また一方西国型のものにあっ℃はそれξは反対
に生理的活動が thermosta bleであるととが
窺われ号。即ち庄内型のものは冬季温度変化に
よる影響が深刻であるが西国型ではそれ程でも
。¥
、，
6 1 10 0 2 4 6 8 10 
day.. day8 
ないととが結論される。
庄内型のものが高温下に於℃血液還元力を増
すとhうととは恐らく休眠の中心的器官が活怯
化して先やー蓮の呼吸酵素系が賦活され、新陳
代謝機能が高まれ縫って代謝の中聞物質或は
最終物質が増加する結果ではないかと推察され
る。尚遁元性物質とし℃醸酵性糖、尿酸、グレ
アチ-=:，.'を検出しているが、他にアルデヒイド
の容在が考九られる。
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